






再生医療を主に、ゲノム医療やAI及び
IoT活用等の未来医療

中之島クロス

彩都／彩都ライフサイエンスパーク

バイオや医薬の研究・技術開発

北大阪健康医療都市

健都のここが他とは違う！ ～産官学民によるまちづくり～

＜ 大阪府内の３拠点と重点領域 ＞

北大阪健康医療都市（健都）の強み

健康・医療

＊健都では、産官学だけではなく市（or住）”民”が参加した

“産官学民”によるまちづくりを進めている。

4

”民”が参画する仕組みづくり

健都における『地域実証事業』健都ヘルスサポーター（LINEを活用した会員制度）

・エア・ウォーター健都
地域の秋祭りで老化物質
『AGEｓ』測定会の開催

・兵庫医科大学×グンゼスポーツ
吹田健都

呼吸筋力・呼吸機能・骨格筋量等の
運動習慣の関連性を明らかにする研究

・サンスター株式会社
お口の渇きを実感している方を対象とした実証実験

・大阪大学大学院歯学研究科
「子ども・健口（けんこう）スタンプラリー」

・市民は企業・研究機関が新たに開発した製品・
サービスを体験し健康づくりに役立てる。
・企業・研究機関は、商品を市場に出す前にユー
ザーの反応を確認しより良い開発が可能。

・健康と医療をコンセプトにした
まちづくり

・研究機関、医療機関、企業の他に
公園やウェルネス住宅等もあり、
住民も取組に参加しやすい。

▸ 大阪府内には３つのライフ・サイエンス分野のクラス
ターが集積！

それぞれの拠点が連携し合い、大阪一丸となって
特徴的な産業拠点形成に取り組んでいる。

府内3拠点で連携



民との連携が必要な背景／重要性
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パートナーシップで目標を達成しよう

チャレンジングな目標を定め、そこから逆算し取組を検討し、さまざま
なプレイヤーで解決することこそがSDGｓ。

「産官学民」各セクターがフラットな関係性で、
相互理解し、共創することが大切である。

・少子高齢化・人口減少・グローバル化など地域を取り巻く社会経済環境の変化
・研究者の意識変化
学問的な知識の探求に集中する時代

→ 社会的要求に応じて研究成果を社会へ還元する時代
・地域課題は、住民の実際の生活に深く根ざしており、外部からの視点だけでは
解決が難しい状態。

社会背景の変化

環境の変化によりこれまでのやり方には限界がある。
研究者や社会実装を目指す上でや、企業が新しい製品を開発する上で、
市民の「気づき」や「生活現場の課題」がイノベーションの起点となる。

市民と連携する上でのメリット

持続的な地域の発展・イノベーションの創出が可能になる！

フラット＆学び合うパートナー関係を構築し、社会の変化に柔軟に
対応できるようになり、新たな価値が創造できる。

研究所

・自社の製品のアンラー
ニングの実施が可能

・新しい気付き・
ビジネスの発見

・市民との関係構築

・解決案の社会実装・生活のQOLの向上

・新しい知見や出会い

・身近な課題の再発見

・地域のまちづくり
へのコミット
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